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１ 取組の背景



本県の産業廃棄物処理業を取り巻く状況の変化

【過去の出来事】
① ダイオキシン問題→ 焼却炉に対する規制強化
② 不法投棄 → 廃棄物の山が９１か所
⇒ 住民の要請を受け、厳しく取り締まり

【現在】
① 産業廃棄物処理業は全般的に適正化の方向
② 業界に対する３Ｋ職場（きつい、汚い、危険）
というイメージが残り、人材の確保や地域社会と
の連携が困難

③ 県と業界が協力して、産業廃棄物処理業から
環境産業へのステージアップを支援
⇒ 県と事業者の協力が始まっている



産業廃棄物処理業者への規制行政の課題

○ 事業者に立入検査を実施し、違反が見つかれば
行政指導で是正させる。
○ 一時的に是正されるが、同じ違反が繰り返される
「いたちごっこ」の状況。
⇒ 違反が無くならない。
⇒ 職員のモチベーションが上がらない。



２ ステージアップ支援の内容



違反ゼロ

２ 目標につながるターゲット

全ての産廃業者が
地域貢献している

産廃業者のイメージが変わり、住民に喜ばれている

１ 目標

取組の目標設定



解決策の方向性

○ 違反ゼロ、地域貢献にあたり、悪循環が発生
○ 悪循環を好循環に変えるために、行政手法を
「取り締まり」のみから「支援」を追加する。



事業者と行政で目標を共有し
支援の内容を相談しながら進めます

相談資料。
事業者の主体性を尊重し、
行政は取組を支援する。

環境産業にステージアップする
ことで得られる望ましい状況（目
標）を共有



環境産業へのステージアップ支援の内容

１ 「法違反の未然防止」の支援

・ 事業者の廃棄物処理法に対する理解を支援

廃棄物処理法の説明及び施設のチェックを事業者と県職員が合

同で実施することで、事業者自らチェックする能力の向上を支援し

ます。

・ 法違反の根本原因への対処を支援

法違反が発生する原因の発見や、原因への対処を支援します。

２ 「地域貢献活動」の支援

・ ３Ｓ運動の支援

県webページでの公開や優れた取組を表彰します。

事例を参考に、個々の事業者に合った取組を紹介します。
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行政主体の立入検査票を事業者主体の施設チェックリス
トに入れ替え、事業者のチェックを行政が支援します

主体の入れ替え 根拠条文を明確化



• 現状について、「何とかしないと」とは思っているが、どうしたらいいかわからない。

• 私たちがいくら言っても、排出事業者は聞いてもらえない。

• 保管量が多く、危険なゴミが入ってきて、危険な状況。

• 荷物のチェックに時間を取られて、作業員が作業に集中できない。

• 処理費を値上げできない。

• 地域の目が気になる。

• 排出事業者の環境配慮の意識を感じない。コスト優先で、処理困難な製品を製造している。

• イメージアップに取り組みたいが、現状が忙しく、そちらにリソースを割けない。

• 排出事業者との認識のずれがある。我々は、排出事業者に一生懸命法律の説明をしている。

• 排出事業者は、我々に全てお任せの状況（何とかしてよ、ゴミのプロでしょ）

• 処分先が止まったときに、持っていく先が無く、処分が止まってしまう。

• 処分先は、継続的に委託していないと、いざというときに持っていけなくなる。

• 保管量が多く、廃棄物を受けれられない。収入につながらない

• 受入制限すると、顧客が離れる。

• 突発的な故障のときに、顧客に断らなければならない。

• 保管量が多いと、現場の動きが悪くなるし、事故率が上がる。

• 行政から言われると、受入を断らなければならない。

• 保管量が多いとわかっていても、受け入れなければならない。

産廃業者は違反を無くしたいが、それができずに
困っていた

赤字：排出事業者に
関すること



排出者は産
廃業者の話
を聞かない

法違反ゼロを妨げる悪循環

保管量が法
違反になる

危険な産廃
が隠されて入
ってくる

搬入物の確
認にリソー
スが割かれ
る

処理費を上
げられない

排出者はコ
スト優先で
環境配慮の
意識が低い

分別・処理
しにくい産
廃を受ける

イメージアッ
プにリソー
スを割けな
い

事故率が高
まる

もってこれ
らると受け
ざるを得な
い

行政対応で
リソースが
割かれる

経営が厳し
くなる

作業効率が
悪くなる

目先の売上
確保のプレ
ッシャーが
強くなる

どんな排出
者の産廃も
受け入れる

処理の流れ
が悪くなる

余計な手間
がかかる

排出者責任を果たしていない

火災などの
事故が発生

見えてきた法違反の根本原因！！



悪循環を解消するには
• 「排出者は産廃業者の話を聞き、責任を果たす」うまい方法
は？？

→ どうやら、「行政が言っている」と言うと、排出者

に効き目があるらしい。

→ もともと、産廃業者は一生懸命、排出者に法律

の説明をしてくれていた。

《解決策の方向性の案》

・ 排出者責任のチラシを産廃業者の意見を聞きながら

行政が作成

・ そのチラシを使って、産廃業者が排出者に説明

取り締まられていた産廃業者が、今度は行政と連携して法律
を排出者に説明する側になる。パラダイムシフトを起こす。

→ 環境産業へのステージアップ



排出者は産
廃業者の話
を聞き、責
任を果たす

法違反ゼロになる好循環

保管量が適
法になる

契約どおりの
産廃が入って
くる

搬入物の確
認が早く済
む

処理コスト
に見合った
処理費を貰
える

排出者は環
境配慮し、
必要なコス
トをかける

分別・処理
しやすい産
廃が増える

イメージアッ
プに取り組
める

安全な職場
環境

保管量が多
い時は受入
を断れる

行政の検査
が合格

経営基盤が
安定化する

作業効率が
良い

将来を見据
えた経営に
転換する

経営理念に
会う顧客と
契約する

処理の流れ
が良くなる

手間が減る

産廃業者が
行政と連携
して排出者
に法律を説
明



チラシ

意見交換しながら、

チラシの内容を決定

（オーダーメイド的）

産廃業者と県が

横並び→ 多分全国初



３ 試験的に支援を実施した結果



チラシを使った産廃業者の声
⚫ 法律の後ろだてがあり、「行政が言っている」と
説明ができる。

⚫ 相手に話を聞いてもらえるようになった。
本当に助かっています。

⚫ 行政と連携する自分たちは「絶対に失敗できな
い」と思う。

⚫ 社内で高い評価を受けた！
⚫ デメリットが見当たらない。
⚫ みんなに広まるといい。みんな助かる。
全国に広めた方が良い。

⚫ こんなチラシも欲しい！！



チラシを受け取った排出者の声

⚫ 「びっくり」、「ぎょっ！！」のリアクション。

⚫ 行政はそんなこともしてくれるんだ。いいこ
としているね。（行政のイメージは、上から
文句を言うだけなので）



他の産廃業者の声

⚫ 「マジで！！」、「いいね！！」
⚫ うちも使いたい。



他の環境管理事務所への広がり

支店の間
で広がり

所長が興
味を持った



個性豊かなチラシが出来ています



３ 今後の展開



１ 全県へ広がることを支援します

⚫ 産廃業者の支援を継続します

⚫ 他の環境管理事務所の取組をサポ
ートします

⚫ さまざまな機会を活用し、この取組を
広報します
・産業廃棄物適正処理講習会
・環境産業振興協会のイベント
・広報コンクール



２ 関東近郊へ広がることを支援します

⚫ 興味を持った自治体の取組を支援し
ます

⚫ 他の自治体でも取り組みたい産廃業
者を支援します

⚫ さまざまな機会を活用し、この取組を
広報します
・九都県市、４県会議
・他都県の協会のイベント



３ 全国に向けて発信します

⚫ 環境省に相談します

⚫ さまざまな機会を活用し、この取組を
広報します
・ 全国産業資源循環連合会
・ 月刊INDUST（インダスト）
・ 先進政策バンク
・ ジャパンSDGｓアワード



４ SDGｓにおける評価



排出者は産廃業者
の話を聞き、責任
を果たす

保管量が
適法に
なる

契約どおりの産
廃が入ってくる

搬入物の確
認が早く済む

処理コストに
見合った処理
費を貰える

排出者は環境
配慮し、必要な
コストをかける

分別・処理し
やすい産廃
が増える

イメージアッ
プに取り組め
る

安全な
職場
環境

保管量が多
い時は受入を
断れる

行政の検査
が合格

経営基盤が
安定化
する

作業効率が
良い

将来を見据えた
経営に転換する

経営理念に
合う顧客と契
約する

処理の流れ
が良くなる

手間が減る

排出事業者×産廃業者×行政の「マルチステークホルダー
・パートナーシップ」で、悪循環を好循環に変える

ステージアップ支援による好循環



排出事業者
×産廃業者
×行政

排出者は産廃業者
の話を聞き、責任
を果たす

保管量が
適法に
なる

安全な
職場
環境

経営基盤が
安定化
する

将来を見据えた
経営に転換する

赤枠
国際的に日本の評価が
低いSDGｓのゴール

両者の立場を平等に

災害廃棄物処理の貢献


